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Abstract : We examined the effects of the extracts of coffee beans roasted at different degrees on the lipid
metabolism of rats fed cholesterol（Cho）-added diets. Fatty livers along with a significant increase in
triacylglycerol（TG）and Cho levels were observed in rats belonging to the C（Cho-added diet）group.
Although the Cho level was slightly decreased in the S group, with the addition of shallow-roasted coffee
bean extract to Cho-added diet, carnitine palmitoyltransferase activity showed a significantly high value,
and the amount of TG was significantly reduced. In contrast, with the addition of deep-roasted coffee bean
extract to Cho-added diet in the D group, fatty acid synthase activity showed a significantly lower value,
TG and Cho levels were significantly reduced, and a reduction in fatty liver was observed. Moreover,
since the levels of lipid peroxide in plasma and liver decreased in both S and D groups, compared to the C





































ヒー豆粉末を用い，その抽出物を 0.5％ Cho 食に添加し
てラットに投与し，肝脂肪の蓄積に及ぼす影響について
検討した。








ル，コロンビア，ジャワを 5 : 3 : 2の割合で混合して粉
末化したものを（株）大洋堂珈琲（京都）より購入し
た。コーヒー豆粉末 50 g を 750 mL の沸騰水中で 10分
間抽出した後，さらしで濾過し，得られた濾液を凍結乾
燥機で 55 g になるまで濃縮したものをコーヒー豆抽出
物とした。なお，コーヒー豆抽出物中のクロロゲン酸類
量をアンモニア発色法11）により測定した結果，抽出物
1 g あたり浅煎りコーヒー豆には 22.4±0.3 mg，深煎り
コーヒー豆には 3.4±0.3 mg 含まれていた。
飼料組成を Table 1に示した。AIN-93 G の組成をも
とに 7％大豆油を 5％コーン油に換え，デンプンで重量
補正したものを N 食とした。N 食に Cho 0.5％，コー
ル酸ナトリウム 0.125％を添加しデンプンで重量補正し
たものを Cho 添加食とし，これに浅煎りコーヒー豆抽
出物を 1％添加したものを S 食，深煎りコーヒー豆抽
出物を 1％添加したものを D 食とした。また，Cho 添
加食にはコーヒー豆抽出物と同量の水を添加した。
2．実験動物および飼育条件
清水実験材料（株）より購入した 4週齢 SD 系雄ラッ
ト（SPF）を実験動物として用いた。7日間 N 食で馴化
飼育したのち，群間で同等な平均体重になるように N
群を 6匹，他の 3群を 7匹ずつの 4群に分け，N 群に
は引き続き N 食を，C 群には Cho 添加食を，S 群には
S 食を，D 群には D 食を自由摂取させた。ラットを個
別のケージに入れ，室温 22±2℃，湿度 55±10％，8-20
時（明期）の 12時間ごとの明暗サイクル，無菌環境下
で 28日間飼育した。体重および摂食量を 2日に 1回測
定した。飼育終了後 8時間絶食させ，ソムノペンチル
（40 mg/kg/8 mL）を腹腔内に投与して麻酔した。腹部大




を 0.25 M Sucrose・5 mM Tris-HCl buffer（pH 7.5）で灌
Table 1 Composition of experimental diets （％）



































































肝臓中の過酸化脂質を Ohkawa 法から Kosugi ら14）が
改変した方法で測定し，赤色色素の分子吸光係数
156,000 M−1 cm−1より赤色色素量を求めて TBARS 量と
して表した。
6．肝臓中の fatty acid synthase（FAS）活性の測定
肝臓を 0.25 M Sucrose・1 mM EDTA・2 Na を含む
5 mM Tris-HCl buffer（pH 7.2）で磨砕して核画分を分離
後，上清を 105,000×g, 4℃，60分間遠心分離し，得ら
れた上清を粗酵素液として用いた。
FAS 活性を Nepokroeff ら15）の方法を改変した方法に
準じて測定し，NADPH の分子吸光係数 6,220 M−1 cm−1
によって減少量を求めて FAS 活性とした。本酵素の





素液を用い，G6PDH 活性を Davidson ら16）の方法に準じ
て測定し，NADPH の分子吸光係数 6,220 M−1 cm−1によ
って増加量を求めて G6PDH 活性とした。本酵素の




肝臓を 0.25 M Sucrose・1 mM EDTA・2 Na を含む




CPT 活性を Markwell ら17）の方法に準じて測定し，反
応によって生じた黄色色素の分子吸光係数 13,600 M−1
cm−1によって活性度を求めた。本酵素の 1 unit を 30℃














みられなかった。C 群の肝臓重量は N 群に比べ有意に
増加し，コーヒー豆抽出物を投与した S 群，D 群の肝
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2．血漿中の脂質量，グルコース量およびインスリン量
血漿中の脂質量を Table 3に示した。C 群の TG 量は
N 群に対して若干低かった。C 群の TG 量に対して S
群はさらに低く，D 群は若干高かったが，いずれにお
いても有意な差は認められなかった。C 群において，
Cho 量は N 群に対して若干低値であったが，HDL Cho
量は N 群の約 60％にまで有意に低下し，non-HDL Cho
量は高値であった。コーヒー豆抽出物投与群の Cho 量
は C 群より低く，HDL Cho 量は C 群との間に差はな
かったが，non-HDL Cho 量は N 群と同レベルであっ
た。C 群の PL 量は N 群より低く，コーヒー豆抽出物
投与群の PL 量は，N 群の値には至らないものの C 群
より高かった。C 群の FFA 量は N 群とほとんど同値で
あったが，コーヒー豆抽出物投与群の FFA 量は C 群よ
り有意に低かった。また，グルコース量およびインスリ
ン量を Table 3に示した。Cho 添加食 3群のグルコース
量は N 群より若干高値であった。C 群のインスリン量
は N 群に対して若干高値を，コーヒー豆抽出物投与群
のインスリン量は N 群，C 群より若干低値を示した。
3．肝臓中の脂質量
肝臓中の脂質量を Table 4に示した。C 群の総脂質量
は，N 群より g 肝臓中で約 2倍，総肝臓中で約 3倍高
値であった。コーヒー豆抽出物投与群の総脂質量は C
群より有意に低く，特に D 群において低値であり，S
群との間に有意差も認められた。C 群の TG 量，Cho 量
は N 群より著しく高く，g 肝臓中で TG 量は約 5倍，
Cho 量は約 7倍に，総肝臓中で TG 量は約 7倍，Cho 量
は約 9倍に増加した。コーヒー豆抽出物投与群の TG
量，Cho 量はいずれも C 群より低値であり，S 群と C
群の Cho 量の間に有意差は認められなかったが，S 群
の TG 量は C 群より有意に低く，D 群の TG 量，Cho
Table 2 Effects of shallow and deep roasted coffee bean extracts on body weight, food intake, liver weight, and
adipose tissues weight in SD rats fed on the experimental diet for 28 days.
Groups






Perirenal adipose tissue weight（g）
Epididymal adipose tissue weight（g）

































Values are presented as means ± SD. Values in the same line with different superscript letters are significantly
different ; p＜0.05.
Table 3 Effects of shallow and deep roasted coffee bean extracts on plasma lipid, glucose, and insulin concentrations
in SD rats fed on the experimental diet for 28 days.
Groups














































Table 4 Effects of shallow and deep roasted coffee bean extracts on hepatic lipid contents in SD rats fed on the
experimental diet for 28 days.
Groups



















































Values are presented as means±SD. Values in the same line with different superscript letters are significantly different ;
p＜0.05.
Table 5 Effects of shallow and deep roasted coffee bean extracts on plasma and hepatic lipid peroxide levels in SD rats
fed on the experimental diet for 28 days.
Groups
N（n＝6） C（n＝7） S（n＝7） D（n＝7）
Plasma












Values are presented as means±SD. Values in the same line with different superscript letters are significantly different ;
p＜0.05.
Table 6 Effects of shallow and deep roasted coffee bean extracts on activity of hepatic fatty acid synthase, glucose-6-
phosphate dehydrogenase, and carnitine palmitoyltransferase in SD rats fed on the experimental diet for 28 days.
Groups

















































*1One unit of FAS was expressed as the amount of enzyme required to metabolize 1 nmol of NADPH/min at 30°C.
*2One unit of G6PDH was expressed as the amount of enzyme required to metabolize 1 nmol of NADPH/min at 30°C.
*3One unit of CPT was expressed as the amount of enzyme required to produce 1 nmol of acyl carnitine/min at 30°C.
Values are presented as means±SD. Values in the same line with different superscript letters are significantly different ;
p＜0.05.
同志社女子大学生活科学 Vol . 53（2019）
― ４０ ―
量はともに著しく低値であり，S 群との間にも有意差が
認められた。C 群の g 肝臓中 PL 量は N 群より有意に
低かったが，コーヒー豆抽出物投与群の PL 量は C 群
より高く，N 群との間に有意差は認められなかった。C
群の FFA 量は N 群より有意に高く，総肝臓あたりでは
約 3倍量に増加した。コーヒー豆抽出物投与群の FFA





の MDA 量は C 群よりさらに低値であった。肝臓中に
おいて，C 群の過酸化脂質（TBARS）量は N 群より高
く，総肝臓中では有意差も認められた。コーヒー豆抽出
物投与群の TBARS 量は N 群より高かったが，C 群よ
り低く，総肝臓中では C 群との間に有意差も認められ
た。
5．肝臓中の FAS 活性，G6PDH 活性および CPT 活性
肝臓中の脂肪酸合成系および分解系の酵素活性を
Table 6に示した。脂肪酸合成系において，C 群の FAS
比活性，G6PDH 比活性はいずれも N 群より有意に低値
であった。コーヒー豆抽出物投与群では，FAS 比活性
は C 群よりさらに低下し，C 群と D 群の間に有意差も
認められたが，G6PDH 比活性では C 群との間に有意な
差はなかった。一方，脂肪酸分解系において，C 群の
CPT 比活性は N 群に対して若干高かったが，コーヒー
豆抽出物投与群の CPT 比活性は C 群よりさらに高く，










群の肝臓は肥大し，その重量は N 群の約 1.4倍で，C
群の肝臓中の総脂質量，TG 量，Cho 量ともに高値であ
り，特に TG と Cho を合わせると肝重量の約 7.3％を
占める脂肪肝が確認された。それに対し，コーヒー豆抽
出物を同時に投与した群の TG, Cho 合計量は，S 群で
肝重量の約 5.3％，D 群で約 2％にまで減少しており，
D 群では肉眼的にも脂肪肝の抑制が認められた。




て低下するといわれている19, 20）。C 群の血漿中 TG 量，
Cho 量が N 群より低かったのは，肝臓での脂質蓄積が
著しかったためと考えられた。しかし，コーヒー豆抽出
物投与群では肝臓中の TG, Cho 量が著しく低かったに
も関わらず，血漿中においても N 群より低値であった。
また，コーヒー豆抽出物投与群の HDL Cho 量は C 群
と変わらなかったが，non-HDL Cho 量は C 群より低
く，N 群のレベルに近かった。さらに，動脈硬化指数
（non-HDL Cho / HDL Cho）を算出したところ，N 群
0.58±0.24, C 群 1.34±0.35, S 群 1.12±0.46, D 群 0.96±















肝臓中の FFA 量は N 群の約 3倍多かった。このことか

























イン量は，コーヒー豆粉末 1 g 中に浅煎りコーヒー豆抽

















Ichimura ら24）は，高脂肪（パーム油 30％）食に Cho
とコール酸を添加することで，肝臓への TG と Cho の
顕著な蓄積と肝線維化を伴う NASH を発症すると報告
している。本実験で用いた 0.5％ Cho, 0.125％コール酸
Na 添加食は 5％の脂肪を含む飼料であったが，C 群の
肝臓には N 群の約 7倍量の TG と約 9倍量の Cho が蓄









きく関与している。本実験では，C 群の FFA 量は N 群
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